
■「ちばボランティア塾」今年度も開催します

■2025年度運営協議会委員募集！

■施設の貸出休止等のお知らせ

からのお知らせ

4

○申込み方法（すべての講座・事業共通）
千葉市民活動支援センターまで、メール、FAX、TELにて、
以下の項目をご連絡ください。
①事業名、②お名前、③ご住所（市区町村名までで可）、
④連絡先（電話またはメール）、⑤所属団体（あれば）

■第１回ちばさぽ交流サロン
　　　　　「防災について考えよう！」

■「市民活動マッチングカタログ2025」完成！

　いざという時あわてないよう専門家の話を
聞いてみましょう！今回のちばさぽ交流サロ
ンは、NPO法人千葉県防災士会をお招きして、
「防災ゲーム」で楽しみながら防災について
のお話や、防災トイレの展示説明をしていた
だきます。日頃、疑問に思っていたことをぜひこの機会にお
聴きしてみてはいかがでしょうか。皆様のお越しをお待ちし
ております。
日　時▶2025年６月22日㈰ 10：00～12：00
会　場▶千葉市民活動支援センター会議室
定　員▶20名程度（お申込み先着順）　　参加費▶無料

　センターの登録団体のうち、ボランティアや新メンバーを
積極的に受け入れている31の団体を写
真付きで紹介する冊子「市民活動マッチ
ングカタログ2025」が完成しました！
　カタログは当センター内に配架してい
る他、以下のホームページ
（二次元バーコード）から
ダウンロードもできますの
で、どうぞご活用ください。
　https://chiba-npo.net/archives/13385/

■街中には新生活をスタートした人が目立ちますね。私も4月からちばさぽで皆さんのお手伝いをさせて頂く
ことになりました。見かけたら、気軽にお声がけください。（た）■両親が元気なうちに、1泊2日の旅行をプレゼ

ントしました。でも自分が行きたい場所を選んでしまいました。喜んでくれたかなあ...。（は）■忙しくてもボランティア活動は心
身のバランスを保つポイント。中でも出会いは元気の源です。（ひ）■5月は食楽ICHIBAやクラフトビールフェス、千葉公園「芝
庭」の1周年など楽しそうなイベントがいっぱい開催されます。楽しみ！（ふ）■今年は彼岸過ぎても暑さ寒さが定まらず、桜も若
葉も戸惑っているようです。ちばさぽも新年度、手探りしながら「お役に立つ施設」を目指してまいります（や）■健康の為に半年
前から本格的に筋トレを始めてから、なんとベルトの穴が3つも縮まりました。これでまたもりもり食べられます。（し）■新年度、
新たな活動をする際の困りごとには「専門家による個別相談」をぜひご活用ください。（よ）■5月24日25日は、大道芸フェステ
ィバルinちば2025。みんな見に来てね！（か）■新年度が始まり1か月が過ぎ、4月は桜をたっぷり楽しみました。今年度もたっぷ
りちばさぽを楽しめたらと思います。(な)■4月から早や1ヶ月まだ若葉マークがとれません。優しい目でみてください。（の）

　年６回実施する「ちばボランティア塾」は、７月19日㈯に初
回を開催予定です。（全日程については調整中）。内容は、マ
ッチングカタログ紹介、障害者・国際関係・災害関係・子ども
食堂等の団体の方のお話やボランティア体験など、今までと
違った視点の講座を計画中。詳しい内容は、ちばさぽホーム
ページで5月中に発信いたします。楽しみにお待ちください。

　「ちばさぽ」をもっと使いやすく、役立つ施設にするため
に運営協議会を年間6回程度開催。今年度は、毎回参加する
「常任委員」に、自由参加の「協力委員」を交えて、ざっくば
らんに意見交換していただきます。
募　集▶常任委員　10名
応　募▶５月28日㈬までにメールにて連絡、応募ください
第１回運営協議会　※詳細は、ちばさぽホームページ参照
日　時▶５月31日㈯ 18：30～20：00
　　　　（２回目以降の日程はこの日に協議）
会　場▶千葉市民活動支援センター会議室

　空調設備改修工事に伴い、2025年６月１日㈰から21日㈯
まで、センターの会議室および談話室の貸出を休止させて
いただきます。ご利用の皆様にはご不便をおかけいたします
が、何とぞご理解のほど、よろしくお願い申し上げます。なお、
会議室・談話室以外の設備は、通常通りご利用いただけま
す。また７月には、給排水設備改修工事に伴い、当フロアの
トイレが利用できなくなる期間が生じる見込みです。詳しく
は、館内の掲示をご覧ください。

編集後記

ちばさぽ
玉手箱
ちばさぽ
玉手箱  今回ご紹介するのは、スタッフの希望で新

規購入した本。著者の林要氏は、一時話題になった感情を
認識するPepper君の開発に携わった人。そして、その後に
世に問う「家族型ロボット」が、身長43センチのLOVEに溢
れた「らぼっと」です。なんとこの子（と、思わず言っちゃう）
は温かいのですよ。そう、握手したり撫でたりするんだか
ら、温かくなくっちゃ。
　ロボットという言葉は、カレルチャペックが1920年に初
めて使いました。ロボットといえば1950年に発表されたア
シモフの小説「I, robot(邦題：われはロボット)」に紹介され
た「ロボット工学3原則」をご存じの方も多いでしょう。そし

てLAVOTの発表は2018年。この100年ほどの間に人とロ
ボットの関係は大きく変わりま
した。アシモフがちょうど中間
にいるのは興味深いですね。
　長い間ロボットは「機能性」
「利便性」を求められてきまし
た。しかし近年、助けてもらう
ロボットや、可愛がられるため
のロボットという「新しい概
念」が注目されています。AIの
見方が変わる、未来の見え方
が変わる一冊。ちばさぽの本
棚にあります。

温かいテクノロジー

～防災ゲーム・防災トイレ（展示説明）～


